
平成３１年４月１９日 

 

 

液体窒素・液体ヘリウム・その他高圧ガスを使用の皆様へ 

 

保安教育 

 

 

液体窒素・液体ヘリウム・その他高圧ガスを適正に使用していただくために、下記のよう

に保安教育のための講習会を行います。 

「高圧ガス保安法」に基づいて行う保安教育で、上記の寒剤やガスを使用するにあたって

の事故防止と公共の安全を目的とします。 

 

 

 

１．対象：液体窒素・液体ヘリウムその他高圧ガスの使用者 

２．日時：平成３１年 ４月１９日（金） １５時～ 

３．場所：Ｂ０５３１講義室 

 

 

主催：総合機器センター 

 

 

高圧ガス保安統括者： 学長 

高圧ガス保安統括者代表：総合機器センター長 

高圧ガス保安技術管理者：河村実生 

高圧ガス保安技術管理者：畑中啓作 

高圧ガス保安係員：船本利春 

高圧ガス保安係員代表者：堀純也 

技術員：櫻井詠司 

資料作成協力：中四国エア・ウォーター㈱ 



はじめに

事故防止のため、どんな作業を行う上でも大切なこと…
１、正しい知識を持つ
２、いい加減なことをしない
３、作業の手順を定め、その通りに行う

慣れた時が最も危険！
日常的な作業も緊張感をもって取り組む。

ハインリッヒの法則（ヒヤリ・ハットの法則）

1つの重大事故の背後には29の軽微な事故があり、その
背景には300のヒヤリ・ハットする出来事が存在する。

重大事故

軽微な事故

ヒヤリ・ハットする出来事



死亡事故例①

某大学研究室にて….
室内の気温が高いと感じた学生。
→室温を下げる目的で液体窒素を床にまく。
→沸点より高い環境下で、窒素が一気に気化。
→部屋に窒素が充満。
→酸欠で２名死亡。

液体窒素の性質
・沸点 77 K（‐196℃) ※液体酸素の沸点 90 K（‐183℃）
・比重 0.808 ・無色透明
・気体と液体の体積比 700倍

窒素ガス
・無毒 ・無色 ・無臭 ・不燃性
・大気中の濃度 78％

空気中の酸素の比率の下限界
18％（この限界以下になると酸欠になる）

空気中の酸素の比率の上限界
25％（この限界以上になると酸素中毒になる）

液体ヘリウムの性質
・沸点 4.2K（‐269℃） ・比重 0.12 ・無色透明
・気体と液体の体積比 750倍

ヘリウムガス
・無毒 ・無色 ・無臭 ・不燃性

正しい知識をもって正しく使用すれば防げていた。



死亡事故例②

某研究所にて….
液体窒素の汲み出しを開始。
→一時部屋を離れる。
→液体窒素が容器から溢れ気化。
→部屋に窒素が充満。
→気が付いて慌てて部屋に入る。
→酸欠で１名死亡。

いい加減なことをせず、目を離さなければ防げていた。

・寒剤の保管場所では常に換気をする。

・密閉された部屋で寒剤を保管したり、使用したりしない。

・換気扇が正常に常時稼働していることを確認する。

・酸欠警告灯が点灯している部屋には入らない。

・作業は二人以上で行う。

・落ち着いて冷静に行動する。



爆発事故例

某食品工場にて….
液体窒素貯槽（CE）の安全弁が閉じられる。
→十分な日常点検が行われず。
→61日間未使用のまま。
→爆発。

被害 ：工場半壊。半径400m以内の建物損壊。
被害総額：4.4億円

密封されたことにより発生してしまった事故。

密封の禁止

・専用の容器で保存する。（圧が逃げる）

・取り出し口の氷による閉塞に注意。

・保管時の容器内圧力は大気圧。（密閉しない）

実際に密閉すると、どうなるのか…..



高圧ガスとは

高圧ガスは、貯蔵や輸送に便利なように「圧縮された
ガス」及び「圧縮または冷却されているガス」であって、
法で定められた圧力以上のものであり、前者を「圧縮ガ
ス」後者を「液化ガス」という。

次のいずれかの条件を満たすと高圧ガスとなる。
①現に圧力1MPa以上の圧縮ガス。
②温度35℃において圧力1MPa以上の圧縮ガス。
③現に圧力0.2MPa以上の液化ガス。
④圧力0.2MPaになる温度が35℃以下である液化ガス。

ガスの分類

状態による
分類

圧縮ガス 酸素、水素、窒素、アルゴン、メタン等

液化ガス 液化酸素、液化窒素、二酸化炭素、アンモニア等

溶解ガス 溶解アセチレンガス

燃焼性に
よる分類

可燃性ガス 水素、アセチレン、アンモニア、LPガス等

支燃性ガス 酸素、空気、塩素、亜酸化窒素等

不燃性ガス 窒素、アルゴン、ヘリウム、二酸化炭素等

毒性による
分類

毒性ガス 塩素、アンモニア、一酸化炭素、亜硫酸ガス等
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( 出口 ) 圧力調整ハンドル

容器弁

容器内圧力計（１次圧）

出口圧力計（２次圧）

出口配管

圧力調整器



液体窒素の取り扱いについて 

 

《液体窒素の性質》 

・液体窒素は低温の液体で温度は-196℃（無色透明） 

・直接ガラスやプラスチック容器にそそぐと容器が割れてしまいます。 

・液体窒素を入れるには特殊な専用ガラス、金属の容器が必要です。 

・液体窒素を容器に注ぐと激しく沸騰し、気化します。 

・凍りついたホースや容器は素手で触らず、革手袋を使用する。 

・密室や換気の悪い部屋で大量に使用すると酸欠を起こし死亡する恐れがあります。 

・液体窒素にある程度触れると凍傷になります。 

 

 

《液体窒素の運搬方法》 

・運搬は台車（手押し車）等を使用し、容器の転倒防止のためロープ等で台車に固定する。 

・運搬中は容器になるべく振動を与えないように慎重にゆっくり、台車を移動する。 

・エレベーターで台車や容器を運ぶ場合は、容器や台車が昇降中に転倒することを防ぐた

め滑り止め等で固定し、エレベーター内は無人で昇降させること。この時、途中の階で

人が乗らないよう各階のエレベーター前に人員を配置すること。これは、途中での容器

の横転や、地震等でエレベーターが止まった場合、内部が酸欠になる恐れがあるためで

す。（空容器は除きます。） 

 

 

《液体窒素の保管方法》 

・液体窒素の容器は、常時換気している部屋を施錠し、保管する。（空容器は除く。） 

・保管している出入口の鍵は教員が責任をもって管理する。 

・容器の放出弁は液体窒素の汲出し時以外は常に開けておく。 

・容器が転倒しないように壁等にロープ等で固定する。 

 

 

《ご質問》 

 総合機器センター職員まで  

Ｃ３号館２階事務室  （ 櫻井・藤原 ：内３２４２） 

       低温施設       （  櫻井  ：内４１６６） 

       Ｃ７号館１階機器室  （  船本  ：内４５７２） 

       ＨＰ   http://www.ric.ous.ac.jp 

       メール  sogokiki@ric.ous.ac.jp 







   

 





 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

C7 号館１階：船本 C３号館２階：櫻井・藤原

低温液化室：（櫻井） 供給場所
総合機器センター　職員配置図


	表紙
	H31kouatugasu
	表紙
	1から5
	6
	7
	8
	9


